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一
、
は
じ
め
に

劉
孝
標
註
と
は
、
六
朝
梁
の
劉
孝
標
に
よ
っ
て
『
世
說
新
語
』
に
付
け
ら
れ
た
註
を
指
す
。
そ
の
特

は
、
正
文
の
語
句
を
解
釋
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
正
文
で
語
ら
れ
て
い
る
逸
話
に
對
し
て
參
考
と
な
る
文
獻
資
料
を
引
用
・
提
示
し
て
い
る

で
あ
る
。
そ
の
文
獻
資

料
の
數
は
四
百
種
を
超
え
、
ま
た
、
今

に
至
る
ま
で
に
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
書
物
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
資
料
と
し
て
の
價
値
も
極
め

て
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
劉
孝
標
は
ど
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
文
獻
資
料
か
ら
文
を
引
用
し
て
註
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

に
つ
い
て
、

者
は
以
歬
に
子

の
書
物
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
と
現
在
通
行
し
て
い
る
子

の
書
物
の
本
文
を
比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
全
て
の
劉
孝
標
註
が
引
用
書
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
改
變
・
省
略
等
を
加
え
た

上
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
史

の
書
物
か
ら
の
引
用
に
焦

を
當
て
、
劉
孝
標
註
に
み
え
る
史

の
引
用
書
を
整
理
・
分
類
し
、
史

の

書
物
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
と
現
在
通
行
し
て
い
る
史

の
書
物
の
本
文
を
比
較
す
る
。
そ
の
上
で
、
史

の
書
物
か
ら
の

引
用
狀
況
や
引
用
方
法
の
傾
向
を
朙
ら
か
に
し
、
劉
孝
標
註
の
特

や
劉
孝
標
の
註
の
付
け
方
に
對
す
る
姿
勢
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
を

試
み
る
。

（
1
）

（
2
）

『
世
說
新
語
』
の
劉
孝
標
註
に
み
え
る
史

の

引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
硏
究

福 

田 

文 

彬
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二
、
劉
孝
標
註
に
み
え
る
史

の
引
用
書

は
じ
め
に
、
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
史

の
書
物
を
整
理
・
分
類
す
る
。
左
記
に
、
引
用
書
の
書
名
と
引
用
箇
所
數
を
示
し
た
。

分
類
に
つ
い
て
は
、
上
海
圖
書
館
編
『
中
國
叢
書
綜
錄
』
の
子
目
分
類
目
錄
に
準
じ
、
孫
諬
治
・
陳

『
古
佚
書

本
目
錄
（
附
考
證
）』、

宗
源
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』、
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』、
及
び
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
經
籍
志
詳
攷
』
等
を
參
照
し
た
。

　
　
〈
正
史
類
〉

　
　
　
『
史
記
』
15
箇
所　
『
漢
書
』
16
箇
所　
『
漢
書
』
應
劭
註　

１
箇
所　
『
漢
書
』
文
穎
註　

２
箇
所　
『
漢
書
』

林
註　

１
箇
所

　
　
　
『
漢
書
』

昭
註　

１
箇
所　
『
漢
書
』
□
瓚
註　

１
箇
所　
『
三
國
志
』
33
箇
所　
『
宋
書
』
５
箇
所

　
　
〈
別
史
類
〉

　
　
　
『
帝
王
世
紀
』
４
箇
所　
『
東

漢
記
』
１
箇
所　
『
後
漢
書
』（
謝
承
）
１
箇
所　
『
後
漢
書
』（

瑩
）
２
箇
所

　
　
　
『
後
漢
書
』（
謝
沈
）
１
箇
所　
『
續
漢
書
』
６
箇
所　
『
漢
南
記
』
２
箇
所　
『
魏
書
』
10
箇
所　
『
吳
書
』
３
箇
所

　
　
　
『
吳
紀
』
５
箇
所　
『
吳
錄
』
６
箇
所　
『
晉
書
』（
王
隱
）
50
箇
所　
『
晉
書
』（
虞
預
）
24
箇
所　
『
晉
書
』（
朱
鳳
）
４
箇
所

　
　
　
『
晉
書
』（
沈
約
）
１
箇
所　
『
晉
書
』（
無
名
氏
）
４
箇
所　
『
晉
中
興
書
』
114
箇
所

　
　
〈
編
年
類
〉

　
　
　
『
漢
記
』
４
箇
所　
『
後
漢
紀
』
２
箇
所　
『
魏
氏
春
秋
』
19
箇
所　
『
晉
紀
』（
干
寶
）
10
箇
所　
『
晉
紀
』（
鄧
粲
）
27
箇
所

　
　
　
『
晉
紀
』（
曹
嘉
之
）
３
箇
所　
『
晉
紀
』（
徐
廣
）
16
箇
所　
『
晉
紀
』（
劉
謙
之
）
６
箇
所　
『
漢
晉
春
秋
』
９
箇
所

　
　
　
『
晉
陽
秋
』
116
箇
所　
『
續
晉
陽
秋
』
73
箇
所　
『
晉
世
譜
』
２
箇
所　
『
隆
安
記
』
７
箇
所　
『
晉
安
帝
紀
』
30
箇
所

　
　
　
『

帝
起
居
註
』
３
箇
所　
『
晉
太
元
起
居
註
』
１
箇
所

　
　
〈
雜
史
類
〉

　
　
　
『
國
語
』
１
箇
所　
『
戰
國
策
』
２
箇
所　
『
三
國
典
略
』
４
箇
所　
『
魏
略
』
14
箇
所　
『
江
表
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
魏
末
傳
』
１
箇
所　
『
魏
國

』
１
箇
所　
『
晉
後
略
』
３
箇
所　
『
八
王
故
事
』
15
箇
所　
『
條
列
吳
事
』
１
箇
所

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）



53 『世說新語』の劉孝標註にみえる史 の引用書と通行本との比較硏究

　
　
〈
載
記
類
〉

　
　
　
『
吳
越
春
秋
』
２
箇
所　
『
趙
書
』
１
箇
所　
『
涼
記
』
２
箇
所　
『
秦
書
』
２
箇
所　
『
秦
記
』
１
箇
所

　
　
〈
史
評
類
〉

　
　
　
『
古
史
考
』
２
箇
所

　
　
〈
傳
記
類
〉

　
　
　
『
海
內
先
賢
傳
』
４
箇
所　
『

雄
記
』
１
箇
所　
『
晉
諸
公
讚
』
69
箇
所　
『
會
稽
典
錄
』
１
箇
所　
『
會
稽
後
賢
傳
記
』
２
箇
所

　
　
　
『
汝
南
先
賢
傳
』
４
箇
所　
『
楚
國
先
賢
傳
』
２
箇
所　
『
襄
陽
耆

傳
』
２
箇
所　
『
豫

志
』
１
箇
所

　
　
　
『
摯
氏
世
本
』
２
箇
所　
『
謝
氏
譜
』
８
箇
所　
『
楊
氏
譜
』
１
箇
所　
『
北
地
傅
氏
譜
』
１
箇
所　
『
庾
氏
譜
』
８
箇
所

　
　
　
『
阮
氏
譜
』
１
箇
所　
『
孔
氏
譜
』
１
箇
所　
『
劉
氏
譜
』
６
箇
所　
『
陳
氏
譜
』
２
箇
所　
『
王
氏
譜
』
24
箇
所

　
　
　
『
諸

氏
譜
』
１
箇
所　
『
周
氏
譜
』
１
箇
所　
『
吳
氏
譜
』
１
箇
所　
『
羊
氏
譜
』
７
箇
所　
『
許
氏
譜
』
４
箇
所

　
　
　
『
桓
氏
譜
』
４
箇
所　
『
馮
氏
譜
』
１
箇
所　
『
殷
氏
譜
』
３
箇
所　
『
陸
氏
譜
』
２
箇
所　
『
顧
氏
譜
』
２
箇
所

　
　
　
『
虞
氏
譜
』
１
箇
所　
『
衞
氏
譜
』
１
箇
所　
『
魏
氏
譜
』
２
箇
所　
『
溫
氏
譜
』
２
箇
所　
『
曹
氏
譜
』
１
箇
所

　
　
　
『
李
氏
譜
』
１
箇
所　
『
袁
氏
譜
』
３
箇
所　
『
索
氏
譜
』
１
箇
所　
『

氏
譜
』
１
箇
所　
『
賈
氏
譜
』
１
箇
所

　
　
　
『
郝
氏
譜
』
１
箇
所　
『
郗
氏
譜
』
２
箇
所　
『
韓
氏
譜
』
１
箇
所　
『
張
氏
譜
』
１
箇
所　
『

氏
譜
』
１
箇
所

　
　
　
『
祖
氏
譜
』
１
箇
所　
『
司
馬
氏
譜
』
１
箇
所　
『
文
士
傳
』
21
箇
所　
『
古
列
女
傳
』
１
箇
所　
『
列
女
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
高
士
傳
』（
嵆
康
）
１
箇
所　
『
高
士
傳
』（
皇
甫
謐
）
１
箇
所　
『
高
士
傳
』（
無
名
氏
）
１
箇
所　
『
逸
士
傳
』
３
箇
所

　
　
　
『
竹
林
七
賢
論
』
18
箇
所　
『
正
始
名
士
傳
』
22
箇
所　
『
江
左
名
士
傳
』
５
箇
所　
『
孝
子
傳
』（

廣
濟
）
２
箇
所

　
　
　
『
孝
子
傳
』（
鄭

之
）
１
箇
所　
『
列
仙
傳
』
５
箇
所　
『
王
祥
世
家
』
１
箇
所　
『
趙
至
敍
』
１
箇
所　
『
陶
氏
敍
』
１
箇
所

　
　
　
『
羊
秉
敍
』
１
箇
所　
『

嶠
譜
敍
』
２
箇
所　
『
李
氏
家
傳
』
１
箇
所　
『
太
原
王
氏
家
傳
』
１
箇
所　
『
褚
氏
家
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
裴
氏
家
傳
』
２
箇
所　
『
袁
氏
家
傳
』
３
箇
所　
『
袁
氏
世
紀
』
１
箇
所　
『

氏
家
傳
』
２
箇
所　
『
謝
車
騎
家
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
顧
愷
之
家
傳
』
１
箇
所　
『
太
原
郭
氏
錄
』
１
箇
所　
『
杜
篤
新
書
』
１
箇
所　
『
殷
羨
言
行
』
２
箇
所

　
　
　
『
海
內
先
賢
行
狀
』
２
箇
所　
『
趙
吳
郡
行
狀
』
１
箇
所　
『
徐
江
州
本
事
』
１
箇
所　
『
管
輅
傳
』
３
箇
所　
『
梁
冀
傳
』
１
箇
所

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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『
曹
瞞
傳
』
２
箇
所　
『
鄭
玄
別
傳
』
１
箇
所　
『
邴
原
別
傳
』
１
箇
所　
『
嵆
康
別
傳
』
３
箇
所　
『
潘
嶽
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
郭
泰
別
傳
』
３
箇
所　
『
王
弼
別
傳
』
２
箇
所　
『
陸
機
別
傳
』
２
箇
所　
『
陸
雲
別
傳
』
１
箇
所　
『
郗
鑑
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
王
乂
別
傳
』
１
箇
所　
『
桓
彝
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
導
別
傳
』
１
箇
所　
『
阮
裕
別
傳
』
２
箇
所　
『
劉
惔
別
傳
』
３
箇
所

　
　
　
『

宣
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
獻
之
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
恭
別
傳
』
１
箇
所　
『
司
馬
徽
別
傳
』
１
箇
所　
『
向
秀
別
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
衞
玠
別
傳
』
10
箇
所　
『
顧
和
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
含
別
傳
』
１
箇
所　
『
孫
放
別
傳
』
２
箇
所　
『
庾

別
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
桓
溫
別
傳
』
６
箇
所　
『
王

別
傳
』
６
箇
所　
『
王
坦
之
傳
』
１
箇
所　
『
郗
超
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
胡
之
別
傳
』
５
箇
所

　
　
　
『
王
珣
傳
』
１
箇
所　
『
鍾
雅
別
傳
』
２
箇
所　
『
陸
玩
別
傳
』
２
箇
所　
『
江
惇
傳
』
１
箇
所　
『
殷
浩
別
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
王
珉
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
敦
別
傳
』
１
箇
所　
『
謝
鯤
別
傳
』
２
箇
所　
『
王
述
別
傳
』
３
箇
所　
『
謝
玄
別
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
樊

別
傳
』
１
箇
所　
『
左
思
別
傳
』
２
箇
所　
『
郭
璞
別
傳
』
２
箇
所　
『
諸

恢
別
傳
』
１
箇
所　
『
周
顗
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
孔
愉
別
傳
』
２
箇
所　
『

別
傳
』
１
箇
所　
『
王
彪
之
別
傳
』
１
箇
所　
『
羅
含
別
傳
』
２
箇
所　
『
祖
約
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
阮
孚
別
傳
』
２
箇
所　
『
羊

別
傳
』
１
箇
所　
『
王
邵
別
傳
』
１
箇
所　
『
王

別
傳
』
１
箇
所　
『
石
勒
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
王
彬
別
傳
』
１
箇
所　
『
王
舒
傳
』
１
箇
所　
『
王
澄
別
傳
』
２
箇
所　
『
王
𨗉
別
傳
』
１
箇
所　
『
卞
壷
別
傳
』
２
箇
所

　
　
　
『
虞

傳
』
２
箇
所　
『
郗
愔
別
傳
』
１
箇
所　
『
陳
逵
別
傳
』
１
箇
所　
『
賀
循
別
傳
』
１
箇
所　
『
桓
沖
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
桓

別
傳
』
１
箇
所　
『
周
處
別
傳
』
１
箇
所　
『
賈

別
傳
』
２
箇
所　
『
郗
曇
別
傳
』
１
箇
所　
『

汪
別
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『

克
別
傳
』
１
箇
所　
『
司
馬
晞
傳
』
１
箇
所　
『
王
雅
別
傳
』
１
箇
所　
『

粲
別
傳
』
３
箇
所　
『
司
馬
無
忌
傳
』
１
箇
所

　
　
　
『
陳
寔
別
傳
』
１
箇
所　
『
孟
嘉
別
傳
』
１
箇
所　
『
王

別
傳
』
１
箇
所　
『
孔
融
別
傳
』
１
箇
所　
『
陶
侃
別
傳
』
３
箇
所

　
　
　
『
王
湛
別
傳
』
１
箇
所　
『
桓
玄
傳
』
４
箇
所　
『

洪
集
錄
』
１
箇
所　
『
王
丞
相
德
音
記
』
１
箇
所

　
　
〈

書
類
〉

　
　
　
『
謚
法
』
１
箇
所　
『
大
司
馬
寮
屬
名
』
３
箇
所　
『
王
朝
目
錄
』
１
箇
所　
『
晉
百
官
名
』
18
箇
所

　
　
　
『
朙
帝
東
宮
寮
屬
名
』
１
箇
所　
『
晉
東
宮
官
名
』
２
箇
所　
『
征
西
寮
屬
名
』
２
箇
所　
『
齊
王
官
屬
名
』
１
箇
所

　
　
　
『
永
嘉

人
名
』
12
箇
所　
『
山
公
諬
事
』
３
箇
所

（
21
）

（
22
）
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〈
地
理
類
〉

　
　
　
『
太
康
地
記
』
１
箇
所　
『
冀
州
記
』
４
箇
所　
『
三
秦
記
』
１
箇
所　
『
西
河

事
』
１
箇
所　
『
兗
州
記
』
３
箇
所

　
　
　
『
丹
陽
記
』
７
箇
所　
『
南
徐
州
記
』
３
箇
所　
『
揚
州
記
』
１
箇
所　
『
吳
興
記
』
１
箇
所　
『
會
稽
土
地
記
』
２
箇
所

　
　
　
『
會
稽
記
』（
孔
靈
符
）
１
箇
所　
『
會
稽
記
』（
無
名
氏
）
１
箇
所　
『
錢
唐
縣
記
』
１
箇
所　
『
東
陽
記
』
１
箇
所

　
　
　
『
陳
留
志
』
１
箇
所　
『
陳
留
志
名
』
１
箇
所　
『
洛
陽
宮
殿
簿
』
１
箇
所　
『

州
記
』（

弘
之
）
１
箇
所

　
　
　
『

州
記
』（
無
名
氏
）
１
箇
所　
『
潯
陽
記
』
２
箇
所　
『

陽
國
志
』
２
箇
所　
『
南
州

物
志
』
１
箇
所

　
　
〈
目
錄
類
〉

　
　
　
『
別
錄
』
１
箇
所　
『
晉
義
熙
已
來
新
集
目
錄
』
６
箇
所　
『
雜
撰
文

家
集
敍
』
５
箇
所　
『
文

志
』（
摯
虞
）
１
箇
所

　
　
　
『
文

志
』（
無
名
氏
）
１
箇
所　
『
續
文

志
』
３
箇
所　
『
晉
江
左
文

志
』
16
箇
所　
『
晉
文

紀
』
１
箇
所

劉
孝
標
註
に
お
け
る
史

の
書
物
か
ら
の
引
用
狀
況
を
ま
と
め
る
と
、
引
用
書
は
計
262
種
、
引
用
箇
所
數
は
計
1255
箇
所
と
な
っ
た
。
劉

孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
獻
資
料
が
四
百
種
乃
至
五
百
種
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
半
數
以
上
が
史

に
屬
す
る
も
の
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
引
用
箇
所
數
に
つ
い
て
は
、『
世
說
新
語
』
の
正
文
の
條
數
が
全

で
1130
條
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
そ
の
數
を
上

回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
條
の
正
文
に
對
し
て
劉
孝
標
註
が
複
數
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
象
で
あ
り
、
こ
の

か
ら
も
劉
孝
標
が
史

の
書
物
を
多
く
引
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
、
引
用
狀
況
を
史

內
の
項
目
別
に
整
理
す
る
と
、
左
記
の
通
り
と
な
る
。

　
　
　

正
史
類
（
８
種
）
75
箇
所

　
　
　

別
史
類
（
17
種
）
238
箇
所

　
　
　

編
年
類
（
16
種
）
328
箇
所

　
　
　

雜
史
類
（
10
種
）
44
箇
所

　
　
　

載
記
類
（
５
種
）
８
箇
所

　
　
　

史
評
類
（
１
種
）
２
箇
所

　
　
　

傳
記
類
（
165
種
）
444
箇
所

（
23
）

（
24
）

（
25
）



56慶應義塾中国文学会報　第１号

　
　
　

書
類
（
10
種
）
44
箇
所

　
　
　

地
理
類
（
22
種
）
38
箇
所

　
　
　

目
錄
類
（
８
種
）
34
箇
所

項
目
別
に
引
用
狀
況
を
見
て
み
る
と
、
引
用
書
の

數
に
お
い
て
は
、
傳
記
類
が
165
種
で
突
出
し
て
多
く
、
史

の
引
用
書
の
半
數
以

上
を
占
め
て
い
る
。
續
い
て
、
引
用
箇
所
數
に
目
を
轉
じ
て
み
る
と
、
傳
記
類
の
書
物
か
ら
の
引
用
が
444
箇
所
と
最
も
多
く
、
次
い
で
編

年
類
の
328
箇
所
、
別
史
類
の
238
箇
所
と
續
き
、
い
ず
れ
も
際
立
っ
た
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
以
上
の
分
析
結
果
を
基
に
し
て
、
引
用
狀
況
の
角
度
か
ら
劉
孝
標
註
の
特

を
考
察
し
て
み
た
い
。

第
一
に
、
傳
記
類
の
書
物
が
多
く
引
用
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
傳
記
類
の
書
物
の
名
稱
を

見
て
み
る
と
、
例
え
ば
『
王
氏
譜
』
や
『
謝
氏
譜
』
等
の
家
譜
、
そ
れ
か
ら
『
衞
玠
別
傳
』
や
『
桓
溫
別
傳
』
等
の
別
傳
が
特
に
多
い
こ

と
に
氣
が
付
く
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
劉
孝
標
註
に
家
譜
や
別
傳
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
『
世
說
新
語
』
の
內
容
と
大
き

く
關
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
世
說
新
語
』
は
後
漢
末
朞
か
ら
東
晉
に
至
る
貴
族
・
學
者
・
文
人
・
僧
侶
逹
の
逸
話
集
で
あ
り
、
人

物
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
錄
し
た
「
志
人
小
說
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
世
說
新
語
』
の
正
文
に
は
多
く
の
人
物
が
登
場

し
て
お
り
、
劉
孝
標
は
こ
れ
ら
の
人
物
に
註
を
付
け
る
際
、
彼
ら
の
事
績
を
記
し
た
家
譜
や
別
傳
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

傳
記
類
の
書
物
が
多
く
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
至
っ
た
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
傳
記
類
の
書
物
か
ら
文
を
引
用
し
た
劉
孝
標
註
が
多

い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
歬
述
の
要
因
に
據
る
も
の
で
あ
る
と
說
朙
で
き
よ
う
。

第
二
に
、
傳
記
類
と
竝
ん
で
編
年
類
と
別
史
類
の
書
物
か
ら
の
引
用
が
多
く
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
編
年
類
と
別
史
類
の

引
用
書
と
そ
の
引
用
箇
所
數
に
註
目
す
る
と
、
編
年
類
の
『
晉
陽
秋
』
は
116
箇
所
、『
續
晉
陽
秋
』
は
73
箇
所
、
別
史
類
の
『
晉
中
興
書
』

は
114
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
書
物
よ
り
も
引
用
箇
所
數
が
遙
か
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
、『
晉
陽
秋
』・『
續
晉

陽
秋
』・『
晉
中
興
書
』
と
は
、
一
體
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
っ
た
の
か
。
殘
念
な
が
ら
こ
の
三
書
は
い
ず
れ
も
兦
佚
し
、

そ
の
內
容

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
據
る
と
、『
晉
陽
秋
』
は
東
晉
の
哀
帝
（
三
六
二
～
三
六
五
）
ま
で
の
歷
史
を
編
年
體

で
綴
っ
た
史
書
で
あ
る
。『
續
晉
陽
秋
』
は
記
載
さ
れ
て
い
る
歷
史
の
時
朞
は
不
朙
だ
が
、
同
じ
く
編
年
體
で
綴
ら
れ
た
史
書
で
あ
り
、
書

名
か
ら

す
る
と
、
恐
ら
く
『
晉
陽
秋
』
の
續
編
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
晉
中
興
書
』
は
東
晉
以

の
歷
史
を
紀
傳
體

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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で
綴
っ
た
史
書
で
あ
る
。
以
上
の
情
報
か
ら
、
上
記
の
三
書
は
み
な
東
晉
時
代
の
歬
後
の
歷
史
、
及
び
そ
の
時
代
を
生
き
た
人
物
を
記
し
た

書
物
で
あ
る
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
從
っ
て
、
劉
孝
標
が
『
世
說
新
語
』
に
登
場
す
る
西
晉
・
東
晉
時
代
の
人
物
に
註
を
付
け
る

に
當
た
り
、
上
述
の
三
書
を
始
め
と
す
る
編
年
類
や
別
史
類
の
書
物
を
參
照
・
引
用
し
た
の
は
自
然
な
行
爲
だ
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
右
の
三
書
が
他
の
史
書
に
比
べ
て
多
く
引
用
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
後
考
に
待
ち
た
い
。

三
、
劉
孝
標
註
と
通
行
本
と
の
比
較
・
考
察

本

で
は
、
史

の
書
物
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
と
現
在
通
行
し
て
い
る
史

の
書
物
の
本
文
を
比
較
す
る
。
こ
こ
で
、

一
つ
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
史

の
引
用
書
の
中
に
は
佚
書
や

佚
書
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

で
あ

る
。
佚
書
や

佚
書
に
分
類
さ
れ
る
書
物
の
本
文
と
劉
孝
標
註
を

比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
現
存
す
る
書
物
（
現

存
書
）
を
硏
究
對
象
と
し
て
比
較
・
考
察
す
る
。
史

の
引
用
書
の
中
に
お
い
て
現
存
書
に
分
類
さ
れ
る
書
物
は
次
の
10
種
と
な
る
。

　
　
　
『
史
記
』・『
漢
書
』・『
三
國
志
』・『
宋
書
』・『
後
漢
紀
』・

　
　
　
『
國
語
』・『
吳
越
春
秋
』・『
古
列
女
傳
』・『
列
仙
傳
』・『

陽
國
志
』

ま
た
、
劉
孝
標
註
と
現
存
書
の
本
文
を
比
較
す
る
に
際
し
、『
世
說
新
語
』
と
歬
記
の
現
存
書
の
底
本
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

底
本
は
刊

年
代
が
古
く
、
か
つ
、
本
文
が
正
確
で
信
用
に
足
る
善
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、『
世
說
新
語
』
の
底
本
に
は
、

最
も
古
い
完
本
で
あ
る
「
尊
經
閣

南
宋
紹
興
八
年
刊
本
」
を
選
定
し
た
。
比
較
對
象
の
現
存
書
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』・『
漢
書
』・『
三

國
志
』・『
宋
書
』
は
「
百
衲
本
二
十
四
史
」
を
、『
後
漢
紀
』・『
國
語
』・『
吳
越
春
秋
』・『
古
列
女
傳
』・『

陽
國
志
』
は
「
四

叢
刊
」

を
、『
列
仙
傳
』
は
「
正

衜

」
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
た
。

續
い
て
、
劉
孝
標
註
と
通
行
本
を
比
較
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
實
際
に
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
場
合
、
兩
者
の

閒
に
は
本
文
の

同
が
あ
り
、
劉
孝
標
が
史

の
書
物
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
劉
孝
標
の

引
用
方
法
に
着
目
し
て
劉
孝
標
註
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
引
用
方
法
は
大
き
く
分
け
て
六
つ
の
タ
イ
プ
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
六
つ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
說
朙
を
加
え
た
い
。

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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無
變
化
型
：
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
一
字
も
變
え
ず
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
型
。

　
　
　

改
變
型
：‌�

書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
改
變
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
型
。
改
變
型
の
特

は
、
文

の
內
容
に
對
し
て
大
き
く

手
を
加
え
て
い
な
い

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
也
」
や
「
之
」
等
の
助
辭
の
追
加
や
削
除
は
、
改
變
型
の
事
例
と
し
て

多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
中
の
主
語
や
目
的
語
の
追
加
、
多
少
の
情
報
の
追
加
は
、
註
に
引
く
際
に
引
用

分
の

文
意
や
文
脉
が
分
か
り
に
く
く
な
る
と
い
う
不
具
合
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
改
變
型
の
事

例
と
み
な
し
た
。

　
　
　

省
略
型
：‌�
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
省
略
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
型
。
短
い
も
の
で
五
字
歬
後
を
省
略
し
て
い
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
よ
り
多
く
の
字
數
を
ま
と
め
て
省
略
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
省
略
の
範
圍
に
つ
い
て
は
、
省
略

分
の
歬

後
の
內
容
が
同
じ
話
題
で
あ
っ
て
關
連
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
省
略
型
の
事
例
と
み
な
し
た
。

　
　
　

要
約
型
：‌�

書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を

な
句
や
文
に
要
約
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
型
。
要
約
型
の
特

は
、
劉
孝
標
註
の

文
體
と
引
用
先
の
書
物
の
文
の
文
體
が
朙
ら
か
に

な
っ
て
い
る

で
あ
る
。

　
　
　

拔
粹
型
：‌�

書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
か
ら
必
要
な

分
を
拔
粹
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
型
。
複
數
の
卷
ま
た
は
篇
の
中
か
ら
引

用

分
を
拔
粹
し
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、
引
用

分
が
同
じ
卷
の
中
に
あ
っ
て
も
朙
ら
か
に
離
れ
て
い
る
場
合
、
或

い
は
、
引
用

分
の
文

の
話
題
が

な
る
場
合
は
、
拔
粹
型
の
事
例
と
み
な
し
た
。

　
　
　

轉
倒
型
：
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
の
順
序
を
逆
さ
ま
に
し
て
引
用
し
て
い
る
型
。

そ
し
て
、
以
上
の
六
つ
の
タ
イ
プ
を
用
い
て
劉
孝
標
註
の
引
用
箇
所
を
分
析
・
分
類
す
る
と
、
左
記
の
通
り
と
な
る
。
な
お
、
史

の

現
存
書
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
は
計
82
箇
所
で
あ
り
、
％
表
示
は
各
タ
イ
プ
が
全
體
に
占
め
る
割
合
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

參
考
ま
で
に
子

の
現
存
書
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
の
タ
イ
プ
別
の
割
合
を
附
記
し
た
。

　
　
　

無
變
化
型
：
２
箇
所
（
約
２
％
）（
子

：
約
５
％
）

　
　
　

改
變
型
：
70
箇
所
（
約
85
％
）（
子

：
約
79
％
）

　
　
　

省
略
型
：
48
箇
所
（
約
59
％
）（
子

：
約
59
％
）

　
　
　

要
約
型
：
29
箇
所
（
約
35
％
）（
子

：
約
18
％
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）
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拔
粹
型
：
33
箇
所
（
約
40
％
）（
子

：
約
８
％
）

　
　
　

轉
倒
型
：
８
箇
所
（
約
10
％
）（
子

：
な
し
）

　
　
　

記
載
な
し
：
21
箇
所
（
約
26
％
）（
子

：
約
21
％
）

　
　
　
　
（
全

）：
５
箇
所

　
　
　
　
（
一

）：
16
箇
所

上
記
の
よ
う
に
劉
孝
標
註
を
引
用
方
法
の
タ
イ
プ
ご
と
に
分
類
し
て
い
く
と
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
數
値
の
ば
ら
つ
き
が
現
れ
た
。
こ
こ

に
劉
孝
標
註
の
特

や
本
質
が
內
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
着
目
す
べ
き
事
象
を
三
つ
擧
げ
る
と
、
第
一
に
、
無
變
化

型
が
わ
ず
か
に
し
か
現
れ
な
か
っ
た

。
第
二
に
、
改
變
型
と
省
略
型
が
全
體
的
に
高
い
數
値
を
示
し
て
い
る

。
第
三
に
、
史

の
書

物
か
ら
の
引
用
に
み
え
る
要
約
型
と
拔
粹
型
の
割
合
が
子

の
書
物
か
ら
の
引
用
に
み
え
る
要
約
型
と
拔
粹
型
の
割
合
に
比
べ
て
殊
に
高

く
な
っ
て
い
る

で
あ
る
。
な
お
、
劉
孝
標
註
と
通
行
本
を
比
較
し
た
結
果
、
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
內
容
が
通
行
本
の
中
に
お

い
て
見
當
た
ら
な
か
っ
た
場
合
は
「
記
載
な
し
」
と
し
て
分
類
し
た
。
ま
た
、「
記
載
な
し
（
全

）」
と
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
全
體

が
見
當
た
ら
な
か
っ
た
も
の
を
指
し
、「
記
載
な
し
（
一

）」
と
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
の
一

が
見
當
た
ら
な
か
っ
た
も
の
を
指
す
。

こ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
着
目
す
べ
き
三
つ
の
事
象
を
踏
ま
え
た
上
で
、
引
用
方
法
の
角
度
か
ら
劉
孝
標
註
の
特

、
及
び
劉
孝
標
の
註

の
付
け
方
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

端
緖
と
し
て
、
無
變
化
型
と
改
變
型
・
省
略
型
の
割
合
に
大
き
な
差

が
認
め
ら
れ
る

か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
引
用
方
法

の
タ
イ
プ
別
の
分
析
結
果
を
見
て
み
る
と
、
改
變
型
が
約
85
％
、
省
略
型
が
約
59
％
と
高
い
數
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
氣
が
付
く
。
つ

ま
り
、
全
體
の
九
割
弱
の
劉
孝
標
註
は
何
ら
か
の
改
變
を
施
し
た
上
で
引
用
し
、
お
よ
そ
六
割
の
劉
孝
標
註
は
文
を
一

省
略
し
た
上
で

引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
二
種
の
タ
イ
プ
と
は
對
照
的
に
、
無
變
化
型
は
わ
ず
か
２
％
と
極
め
て
少
な
い
。
飜
っ

て
考
え
る
と
、
史

の
書
物
か
ら
文
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
註
の
ほ
ぼ
全
て
が
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
譯
で
は
な
い
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
普
段
、
我
々
は
引
用
と
い
う
作
業
を
爲
す
時
、
引
用
先
の
文
字
や
文

を
一
字
も
變
え
ず
に
そ
の
ま
ま
書
き
寫
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
常

と
な
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
劉
孝
標
が
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う

事
象
を
目
の
當
た
り
に
し
た
時
、
大
き
な
違
和
感
を
覺
え
て
し
ま
う
。
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そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
劉
孝
標
は
史

の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
事
象

が
發
生
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
主
に
三
つ
の
假
說
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
の
假
說
は
、
劉
孝
標
が
註
を
付
け
る
際
に
用
い
た
史

の
書
物
の
テ
キ
ス
ト
と
本
稿
で
用
い
た
史

の
書
物
の
テ
キ
ス
ト
が

な

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
彼
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
と
現
在
と
の
閒
に
は
お
よ
そ
千
五
百
年
の
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
時
代
が
下

る
う
ち
に
文
字
の

同
が
生
じ
た
と
い
う
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
改
變
型
の
一

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
假
說
で
解
き
朙
か
す

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
省
略
型
や
要
約
型
の
事
例
が
生
じ
た
原
因
を
こ
の
假
說
に
據
っ
て
說
朙
す
る
こ
と
は
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
こ
の
假
說
に
從
え
ば
、
劉
孝
標
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
現
在
通
行
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
節
略
本
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

劉
孝
標
が
生
き
て
い
た
時
代
に
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今

通
行
す
る
テ
キ
ス
ト
は
一
體
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
人
の
手
に
よ
っ
て
省
略
・
要
約
さ
れ
た

分
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
當
時
、
節
略
本

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
他
に
も
別
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
劉
孝
標
は
そ
ち
ら
を
用
い
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
節
略
本
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
が

な
っ
て

い
た
と
い
う
第
一
の
假
說
で
全
て
の
事
例
の
原
因
を
說
朙
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

第
二
の
假
說
は
、
劉
孝
標
が
註
を
付
け
る
際
に
自
分
の
記

に
賴
っ
て
引
用
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
劉
孝
標
は
終
夜
寢
ず
に
讀
書
に

み
、
都
に
上
が
っ
た
後
も
更
に

書
を
求
め
て
讀
書
に
耽
り
、
人
々
か
ら
「
書
淫
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
主
要
な
史
書
、
例
え
ば
『
史
記
』
や
『
漢
書
』、
及
び
『
三
國
志
』
は
全
て
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
中
の
記
述
を
覺
え

て
い
た
と
考
え
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
從
っ
て
、
註
を
付
す
際
に
自
分
の
記

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら

述
し
た
た
め
、
不
作
爲
の

う
ち
に
所
々
に
文
字
の
改
變
や
文
の
省
略
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
、
つ
ま
り
、
結
果
と
し
て
改
變
型
や
省
略
型
等
の
事
例
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
の
假
說
に
基
づ
け
ば
、
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
事
象
が
生
じ
た
理
由
を
一
應

說
朙
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
こ
れ
が
本
當
の
答
え
な
の
だ
ろ
う
か
。
歬

で
確
認
し
た
通
り
、
劉
孝
標
註
に
み
え
る

史

の
引
用
書
は
全

で
262
種
に
上
る
。
重
要
な
典
籍
な
ら
ま
だ
し
も
、
有
名
で
は
な
い
書
物
さ
え
も
劉
孝
標
は
全
て
暗
記
し
た
上
で
註

を
成
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
の
假
說
だ
け
で
は
、
劉
孝
標
註
の
本
質
に
廹
り
切
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
の
假
說
は
、
劉
孝
標
は
そ
も
そ
も
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
43
）

（
44
）

（
45
）
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つ
ま
り
、
書
物
を

ら
に
置
き
つ
つ
、
そ
の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
自
ら
の

に
よ
っ
て
改
變
・
省
略
・
要
約
・
拔
粹
を
行
っ
た

上
で
註
を
付
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
假
定
す
る
と
、
引
用
箇
所
に
お
い
て
各
タ
イ
プ
の
事
例
が
生
じ
た
原
因
も
說
朙
で
き
、

ま
た
、
膨
大
な
量
の
書
物
を
全
て
暗
誦
し
て
い
た
と
い
う
非
現
實
的
な
歬
提
も
必
要
な
く
な
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
劉
孝
標
は
改
變

等
の
處
置
を
施
し
た
上
で
註
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
註
と
い
う
形
式
が
大
い
に
關
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
般
論
と
し

て
、
註
は
正
文
に
對
す
る
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で
端
的
に
正
文
の
情
報
を
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
劉
孝

標
は
こ
の
よ
う
な
意

の
下
で
註
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
史

の
書
物
を
引
用
す
る
際
、
引
用
す
べ
き
情
報
は
し
っ
か
り
と

引
用
し
、
他
の
情
報
は
敢
え
て
省
略
、
ま
た
は
要
約
・
拔
粹
を
し
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
史

の
書
物
か
ら
の
引
用
に
み
え
る
要
約

型
と
拔
粹
型
の
割
合
が
子

の
場
合
に
比
べ
て
高
く
な
っ
た
の
も
、
史

の
書
物
は
子

の
書
物
に
比
べ
て
文
字
數
が
多
い
た
め
、
劉
孝

標
が
意
圖
的
に
文
を
要
約
・
拔
粹
し
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

以
上
、
三
つ
の
假
說
を
立
て
て
、
劉
孝
標
が
史

の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た
。
結
論
と
し
て
は
、
第
二
の
假
說
の
可
能
性
も
排
除
は
で
き
な
い
が
、
第
三
の
假
說
、

ち
、
劉
孝
標
は
そ
も
そ
も
書
物
に
書
か
れ

て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
ほ
う
が
よ
り
事
實
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
こ
そ

が
、
劉
孝
標
の
註
の
付
け
方
に
對
す
る
姿
勢
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
劉
孝
標
註
に
み
え
る
史

の
引
用
書
の
分
類
、
及
び
劉
孝
標
註
と
通
行
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
引
用
狀
況
と
引
用
方
法

の
二
つ
の
視

か
ら
劉
孝
標
註
の
特

を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
硏
究
成
果
と
し
て
左
記
の
二

を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ

目
は
、
劉
孝
標
註
は
260
種
を
超
え
る
史

の
書
物
、
中
で
も
家
譜
や
別
傳
を
主
と
す
る
傳
記
類
に
屬
す
る
書
物
を
多
く
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
世
說
新
語
』
の
正
文
に
多
く
の
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
數
値
の
上
か
ら
も
改
め
て
正
文
と
劉
孝
標

註
が
對
を
成
す
關
係
で
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た

で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
劉
孝
標
は
註
を
付
け
る
際
、
そ
も
そ
も
書
物
に

書
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
意
圖
的
に
文
を
改
變
す
る
等
の
工
夫
を
し
た
上
で
「
引
用
」
し
て
い
た
と
推
論
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し
た

で
あ
る
。
劉
孝
標
註
は
諸
書
の
文

を
「
引
用
」
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
我
々
が
考
え
る
引
用
と
同
じ
も
の
と
し
て
見
な
し
て
い

る
と
、
大
き
な
誤
解
が
生
じ
か
ね
な
い
。
從
っ
て
、
我
々
が
劉
孝
標
註
と
向
き
合
う
時
に
は
、
こ
の

に
留
意
し
な
が
ら
取
り
扱
う
必
要

が
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
硏
究
課
題
と
し
て
次
の
三

を
指

し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
稿
で
は
上
述
の
三
つ
の
假
說
を
立
て
て
劉
孝
標

の
註
の
付
け
方
に
對
す
る
姿
勢
を
考
察
し
、
引
用
方
法
の
分
析
結
果
か
ら
第
三
の
假
說
が
最
も
確
か
ら
し
い
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
論
證
に
は
確
固
た
る
論
據
に
乏
し
く
、
不
確
實
な
要
素
を
孕
ん
で
い
る
。
事

の
性
質
上
、
確
定
的
な
論
據
を
見
つ

け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
硏
究
過
程
に
お
い
て
上
述
の
假
說
が
成
り
立
ち
得
る
事
象
を
見
つ
け
、

證
を
固
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
劉
孝
標
註
に
お
け
る
引
用
と
い
う

念
を
更
に
考
究
す
る
に
は
、『
三
國
志
』
の
裴
松
之
註
を
分
析
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
裴
松
之
は
劉
孝
標
よ
り
も
百
年
ほ
ど
歬
に
活
躍
し
た
人
物
だ
が
、
裴
松
之
註
も
多
く
の
書
物
を
引
い
て
お
り
、

劉
孝
標
註
と
通
ず
る

が
多
い
。
裴
松
之
註
に
お
け
る
書
物
の
引
用
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劉
孝
標
の
引
用
の
仕
方
が
當
時

に
お
い
て
一
般
的
な
行
爲
だ
っ
た
の
か
、
或
い
は
劉
孝
標
特
有
の
行
爲
だ
っ
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
案

し
て
い
る
。
第
三
に
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
佚
書
及
び

佚
書
か
ら
の
引
用
を
硏
究
對
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
劉

孝
標
註
の
大

分
は
佚
書
や

佚
書
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

者
は
以
歬
に
劉
孝
標
註

に
み
え
る
佚
書
や

佚
書
か
ら
の
引
用
と
類
書
と
の
關
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
を
深

め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

註

（
1
）	

武
田
晃
・
黑
田
眞
美
子
『
世
說
新
語
〈
六
朝
Ⅱ
〉』（
朙
治
書
院
、
中
國
古
典
小
說
選
、
二
〇
〇
六
年
）、
及
び
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
『
中
國

史
籍
解
題
辭
典
』（
燎
原
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
參
照
。

（
2
）	

拙
論
「『
世
說
新
語
』
の
劉
孝
標
註
に
み
え
る
子

の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
硏
究
」（『

文
硏
究
』
第
一
〇
七
號
、
二
〇
一
四
年
十
二

）。

（
3
）	

劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
物
の
中
に
は
、
史

の
傳
記
類
と
佛
敎
典
籍
の
傳
記
類
と
の
雙
方
に
分
類
で
き
る
書
物
が
あ
る
。
こ
こ
で

（
46
）
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は
、
雙
方
に
分
類
で
き
る
書
物
は
佛
敎

傳
記
類
に
分
類
し
、
史

の
引
用
書
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
な
お
、
劉
强
『
世
說
學
引
論
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
第
三

「《
世
說
》

受
學
硏
究
」
第
一
節
「
唐
歬
《
世
說
新
語
》

受
考
論
」「
三
、《
高
僧
傳
》
與
《
世
說
新

語
》」
一
八
四
～
一
八
五
頁
に
お
い
て
、
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
佛
敎
典
籍
が

便
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
參
照
し
た
。

（
4
）	
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
5
）	
中

書
局
、
一
九
九
七
年
。

（
6
）	

王
承
略
・
劉
心
朙
主
編
『
二
十
五
史

文
經
籍
志
考
補

編　

第
十
四
卷
』（
淸

大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
參
照
。

（
7
）	

王
承
略
・
劉
心
朙
主
編
『
二
十
五
史

文
經
籍
志
考
補

編　

第
十
五
卷
』（
淸

大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
參
照
。

（
8
）	

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
。

（
9
）	

言
語
篇
98
の
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
文
孝
王
傳
」
と
文
學
篇
17
の
劉
孝
標
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
向
秀
本
傳
」（
向
秀
列
傳
）
は
、

と
も
に
現
在
の
『
晉
書
』
に
見
え
る
た
め
、
こ
こ
で
は
『
晉
書
』（
無
名
氏
）
と
し
て
引
用
箇
所
數
に
含
め
た
。

（
10
）	

姚
振
宗
『
三
國

文
志
』
で
は
『
條
列
吳
事
』
を
故
事
類
に
分
類
し
て
い
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
に
お
い
て

時
類
（
故
事
類
に
相
當
）
に
分

類
さ
れ
て
い
た
『
八
王
故
事
』
が
、
歬
揭
の
上
海
圖
書
館
編
『
中
國
叢
書
綜
錄
』
で
は
雜
史
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
條
列
吳
事
』
も
同

に
雜
史
類
に
分
類
し
た
。
な
お
、
姚
振
宗
『
三
國

文
志
』
に
つ
い
て
は
、
王
承
略
・
劉
心
朙
主
編
『
二
十
五
史

文
經
籍
志
考
補

編　

第

九
卷
』（
淸

大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
參
照
。

（
11
）	

程
千
㠶
『
閑
堂
文

』（
河
北
敎

出
版
社
、
程
千
㠶
全
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
二

「
史
傳
文
學
與
傳
記
之
發
展
―
漢
魏
六
朝
文
學
散
論

之
二
」「
三　

雜
傳
」
一
三
八
～
一
三
九
頁
に
お
い
て
、
雜
傳
の
名
稱
に
關
す
る
次
の
記
述
が
見
え
る
。「
雜
傳
之
名
、
本
諸
《
隋
書
・
經
籍
志
》。

其
閒

名
亦
頗
衆
、
如
或
稱
傳
（《
陳
寔
傳
》）、
或
稱
世
家
（《
王
祥
世
家
》）、
或
稱
敍
（《
趙
至
敍
》）、
或
稱
家
傳
（《
謝
車
騎
家
傳
》）、
或
稱

言
行
（《
殷
羡
言
行
》）、
或
稱
行
狀
（《
趙
吳
郡
行
狀
》）、
或
稱
本
事
（《
徐
江
州
本
事
》）
均
見
《〈
世
說
新
語
〉
註
》。
而
稱
別
傳
者
尤
多
、
目

詳
姚
振
宗
《〈
隋
書
・
經
籍
志
〉
考
證
》。
別
傳
者
、

本
對
史
傳
而
言
、
及
後
史
無
傳
而
僅
有
私
撰
之
傳
者
、
亦
稱
別
傳
、
則
別
傳

進
爲
單

行
傳
記
之
稱
矣
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
12
）	

註
（
11
）
歬
揭
、
程
千
㠶
『
閑
堂
文

』、
參
照
。

（
13
）	

楊
冬

「
六
朝
時
朞
家
譜
硏
究
」（
中
國
譜
牒
學
硏
究
會
編
『
譜
牒
學
硏
究　

第
四

』
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
二
九
頁
に
お
い

て
、
六
朝
時
朞
の
家
傳
に
關
す
る
次
の
記
述
が
見
え
る
。「
根
據
一
些
史
籍
目
錄
的

錄
和
一
些
古
籍
的

引
、
六
朝
閒
的
家
傳
大

可
以
知
衜

作
年
代
的
、（
中
略
）
梁
代
以
歬
的
有
：
佚
名
《
王
氏
世
家
》、
佚
名
《
袁
氏
世
紀
》、
佚
名
《
陶
氏
敍
》、
佚
名
《
太
原
郭
氏
錄
》、
佚
名
《
王

祥
世
家
》、
佚
名
《
謝
車
騎
家
傳
》、
佚
名
《
李
氏
家
傳
》。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
14
）	

徐
公
持
『
魏
晉
文
學
史
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
中
國
社
會
科
學
院
文
庫
・
文
學
語
言
硏
究
系
列
、
二
〇
〇
七
年
）
第
二
編
「
西
晉
文
學
」
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第
二

「
西
晉
歬
朞
諸
文
士
」
第
四
節
「
夏
侯
湛
」
二
四
二
頁
に
お
い
て
、『
羊
秉
敍
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「
至
於
〝
敍
〟、〝
傳
〟

文
、
今
存
《
夏
侯
稱
、
夏
侯
榮
敍
》、《
羊
秉
敍
》
及
《
羊
太
常
辛
夫
人
傳
》、
皆
爲
人
物
傳
記
、
以
敍
事
爲
主
、
寫
法
與
〝
贊
〟
不
同
、
別
爲
一

體
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
15
）	

王
琳
『
齊
魯
文
人
與
六
朝
文
風
』（
齊
魯
書
社
、
齊
魯
文
化
與
中
國
古
代
文
學
硏
究
叢
書
、
二
〇
〇
八
年
）
上
篇
「
文

撰
作
」
第
一

「
豐

富
生
動
的
雜
傳
」「
三
、
齊
魯
文
士
的
家
傳
、
地
域
人
物
傳
和
自
傳
」
四
三
頁
に
お
い
て
、『

嶠
譜
敍
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。

「
西
晉
時
朞
齊
魯
士
人
的
家
傳
有
平
原
高
唐
（
今
山
東
禹
城
西
南
）

嶠
所
撰
的
《
譜
敍
》、
這
是
一
種

氏
家
族
人
物
的
傳
記
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
16
）	

註
（
13
）
歬
揭
、
楊
冬

「
六
朝
時
朞
家
譜
硏
究
」、
參
照
。

（
17
）	

王
力
平
『
中
古
杜
氏
家
族
的
變

』（
商
務
印
書
館
、
中
國
社
會
歷
史
與
文
化
硏
究
叢
書
、
二
〇
〇
六
年
）
第
六

「
杜
氏
家
族
的
家
譜
與
家

禮
」「
一
、
杜
氏
家
譜
與
房

關
係
」
二
六
九
～
二
七
〇
頁
に
お
い
て
、『
杜
篤
新
書
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「《
杜
氏
新
書
》。
在

魏
晉
以
來
的
文
獻
中
、
所
見
較
早
的
杜
氏
家
傳
類
作
品
、
當
屬
《
杜
氏
新
書
》。（
中
略
）
因
而

定
《
杜
氏
新
書
》
實

杜
篤
《
新
書
》、
竝
推

測
此
杜
篤
可
能
爲
南
北
朝
時
人
物
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
18
）	

註
（
11
）
歬
揭
、
程
千
㠶
『
閑
堂
文

』、
參
照
。

（
19
）	

註
（
11
）
歬
揭
、
程
千
㠶
『
閑
堂
文

』、
參
照
。

（
20
）	

註
（
11
）
歬
揭
、
程
千
㠶
『
閑
堂
文

』、
參
照
。

（
21
）	

郭
衜
西
主
編
・
郭
衜
暉
編
審
『
湖
南
省
湘
陰
郭
氏
家
族
史
全
書
』（
湘
陰
郭
氏
家
族
史
全
書
編
修
委
員
會
、
二
〇
〇
六
年
）
第
一
册
「
郭
嵩
燾

編
撰
《
湘
陰
郭
氏
家
譜
》」「
卷
首
」
八
頁
に
お
い
て
、『

洪
集
錄
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「《
殷
羡
言
行
》、《

洪
集
錄
》、《
羊

秉
敍
魏
文
貞
故
事
》、
皆

紀
一
人
之
事
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
22
）	

王
大
良
『
中
國
古
代
家
族
與
國
家
形
態
―
以
漢
唐
時
朞
琅
邪
王
氏
爲
主
的
硏
究
』（
甘
肅
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
下
編
「
琅
邪
王
氏

家
族
形
態
」
第
十
二

「
琅
邪
王
氏
思
想
信
仰
與
文
化
傳

」
第
三
節
「
琅
邪
王
氏
的
幾
種
特
殊
家
學
」「
二
、
譜
學
」
五
四
三
頁
に
お
い
て

『
王
丞
相
德
音
記
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「
故
而
至
梁
朝
劉
孝
標
爲
《
世
說
新
語
》
作
註
時
、
不
僅
多
次
引
用
其
家
譜
、

分
別

利
用
了
王
敦
等
十
三
人
別
傳
、
以
及
《
王
丞
相
（
導
）
德
音
記
》、《
王
司
徒
（
珣
）
傳
》
等
書
籍
、
這
些
也
都
有
家
譜
的
性
質
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
23
）	

王
志
邦
『
浙
江
通
史　

第
３
卷　

秦
漢
六
朝
卷
』（
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
十
二

「
六
朝
知

、
思
想
、
信
仰
和
史
學
」「
五
、

史
家
與
史
書
」「（
一
）
地
方
史
學
的
產
生
和
發
展
」「
２
．
地
記
與
人
物
傳
編
纂
」
五
一
〇
頁
に
お
い
て
『
錢
唐
縣
記
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述

が
見
え
る
。「
此
外
、

有
撰
者
、
時
閒
不
朙
的
《
分
吳
會
丹
陽
三
郡
記
》、《
吳
郡
緣
海
四
縣
記
》、《
會
稽
郡
十
城
地
志
》、《
會
稽
土
地
志
》、
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《
會
稽
記
》、《
錢
唐
縣
記
》
等
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
24
）	

『
陳
留
志
名
』
に
つ
い
て
は
、
先
人
の
文
獻
資
料
に
考
證
な
し
。
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
書
名
が
類
似
し
て
い
る
『
陳
留
志
』
と
同
じ
く
分
類

し
た
。

（
25
）	
唐
朙
元
『
魏
晉
南
北
朝
目
錄
學
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
五

「
魏
晉
南
北
朝
時
朞
的
文
學
目
錄
」
第
一
節
「
曹
植
《
曹
植

作
目
錄
》
和

勖
《
文

敍
錄
》」「
二
、

勖
《
文

敍
錄
》」
二
一
一
頁
に
お
い
て
『
雜
撰
文

家
集
敍
』（『
文

敍
錄
』）
に
言
及
し
た
次

の
記
述
が
見
え
る
。「
最
早

錄
衆
多
作
者
作
品
的
文
學

科
目
錄
是
西
晉

勖
編
撰
的
《
文

敍
錄
》。
其
書
《
隋
書
・
經
籍
志
》
錄
爲
〝《
雜

撰
文

家
集
敍
》
十
卷
〟、《
新
唐
書
・

文
志
》

錄
爲
〝《
新
撰
文

家
集
敍
》〟、
僅
存
五
卷
。」（
原
文
は

體
字
を
使
用
）。

（
26
）	

註
（
１
）
歬
揭
、
武
田
晃
・
黑
田
眞
美
子
『
世
說
新
語
〈
六
朝
Ⅱ
〉』、
及
び
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
『
中
國
史
籍
解
題
辭
典
』、
參
照
。

（
27
）	

『
百
衲
本
二
十
四
史　

隋
書
』、
參
照
。

（
28
）	

原
文
：「
晉
陽
秋
三
十
二
卷
。
訖
哀
帝
。
孫

撰
。」（
卷
三
十
三
「
志
第
二
十
八　

經
籍
二
」）。

（
29
）	

原
文
：「
續
晉
陽
秋
二
十
卷
。
宋
永
嘉
太
守
檀
衜
鸞
撰
。」（
卷
三
十
三
「
志
第
二
十
八　

經
籍
二
」）。

（
30
）	

原
文
：「
晉
中
興
書
七
十
八
卷
。
起
東
晉
。
宋
湘
東
太
守
何
法

撰
。」（
卷
三
十
三
「
志
第
二
十
八　

經
籍
二
」）。

（
31
）	

現
存
書
・

佚
書
・
佚
書
の
分
類
は
、
歬
揭
の
上
海
圖
書
館
編
『
中
國
叢
書
綜
錄
』、
孫
諬
治
・
陳

『
古
佚
書

本
目
錄
（
附
考
證
）』、

及
び
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
『
中
國
史
籍
解
題
辭
典
』
を
參
照
し
て
行
っ
た
。
現
存
書
に
分
類
し
た
書
物
は
本
稿
「
三
、
劉
孝
標
註
と
通
行
本

と
の
比
較
・
考
察
」
で
擧
げ
た
10
種
、

佚
書
に
分
類
し
た
書
物
は
『
東

漢
記
』・『
戰
國
策
』・『
高
士
傳
』（
皇
甫
謐
）
の
３
種
、
そ
の
他
は

全
て
佚
書
と
し
て
分
類
し
た
。

（
32
）	

「
百
衲
本
二
十
四
史
」
の
各
版
本
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。『
史
記
』：
南
宋
慶
元
黃
善
夫
刊
本
、『
漢
書
』：
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍

樓

北
宋
景
祐
刊
本
、『
三
國
志
』：

本
帝
室
圖
書
寮

宋
紹
熙
刊
本
、『
宋
書
』：
吳
興
劉
氏
嘉
業
堂

宋
蜀
大
字
本
。

（
33
）	

「
四

叢
刊
」
の
各
版
本
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。『
後
漢
紀
』：
無
錫
孫
氏
小
淥
天

朙
刊
本
、『
國
語
』：
杭
州

氏

朙
金
李

校
刊
本
、『
吳
越
春
秋
』：
朙
弘
治
鄺
璠

本
、『
古
列
女
傳
』：
長
沙

氏

古
堂

朙
刊
本
、『

陽
國
志
』：
烏
程
劉
氏

朙
錢
叔
寶
鈔
本
。

（
34
）	

本
來
な
ら
ば
、
劉
孝
標
註
と
通
行
本
の
本
文
を
竝
べ
て
兩
者
の
違
い
を
朙
示
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
10
種
の
現
存
書
か
ら
文
を
引
用
し
て
い

る
劉
孝
標
註
が
合
わ
せ
て
82
箇
所
に
上
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
し
た
。

（
35
）	

無
變
化
型
の
事
例
。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
言
語
篇
38　

劉
孝
標
註

　
　
　
　

序
傳
曰
、
愽
之
翰
音
、
皷
妖
先
作
。

　
　
　
『
漢
書
』
卷
一
百　

敍
傳
第
七
十
下
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愽
之
翰
音
、
鼓
妖
先
作
。

（
36
）	

改
變
型
の
事
例
（

分
が
改
變
箇
所
に
あ
た
る
）。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
排
調
篇
39　

劉
孝
標
註

　
　
　
　

‌�

史
記
曰
、
楚4

4

王4

兵
於
周
郊
。
周
定
王
使
王
孫
滿
迎4

勞
楚
王
。
王
問
鼎
大
小

4

4

輕
重
。
對
曰
、
在
德
不
在
鼎
。

王
曰
、
子
無
阻
九
鼎
。
楚

國
折
鈎
之
喙
、
足
以
爲
九
鼎
也4

。

　
　
　
『
史
記
』
卷
四
十　

楚
世
家
第
十

兵
於
周
郊
。
周
定
王
使
王
孫
滿
勞
楚
王
。
楚4

王
問
鼎
小
大

4

4

輕
重
。
對
曰
、
在
德
不
在
鼎
。

王
曰
、
子
無
阻
九
鼎
。
楚
國
折
鉤
之
喙
、
足

以
爲
九
鼎
。

（
37
）	

省
略
型
の
事
例
（
波
線

分
が
省
略
箇
所
に
あ
た
る
）。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
賢
媛
篇
２　

劉
孝
標
註

　
　
　
　

‌�

漢
書
匈
奴
傳
曰
、

寧
元
年
、
呼4

韓4

邪4

單
于
來4

朝
、
自
言
願
壻
漢
氏
以
自
親
。
元
帝
以
後
宮
良
家
子
王
嬙
字
朙4

君
賜
之4

。
單
于

喜
、
上

書
願
保
塞
。

　
　
　
『
漢
書
』
卷
九
十
四
下　

匈
奴
傳
第
六
十
四
下

寧
元
年
、
單
于
復
入

4

4

朝
、
禮
賜
如
初
、
加
衣
服
錦
帛
絮
皆　

於
黃
龒
時
。
單
于

4

4

自
言
願
壻
漢
氏
以
自
親
。
元
帝
以
後
宮
良
家
子
王
牆
字

昭4

君
賜
單
于

4

4

。
單
于

喜
、
上
書
願
保
塞
。

（
38
）	

要
約
型
の
事
例
（

線

分
が
要
約
箇
所
に
あ
た
る
）。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
方
正
篇
８　

劉
孝
標
註

　
　
　
　

‌�

魏
志
曰
、
高
貴
鄕
公
、

髦
、
字
彥
士
、
文
帝
孫
、
東
海
定
王
霖
之4

子
也
。
初4

封
郯
縣
高
貴
鄕
公
。
好
學
夙
成
。
齊
王
廢
、
群
臣
迎
之　

‌

皇
帝
位
。

　
　
　
『
三
國
志
』
卷
四　

魏
書　

三
少
帝
紀
第
四

　
　
　
　

‌�

高
貴
鄕
公
、

髦
、
字
彥
士
、
文
帝
孫
、
東
海
定
王
霖
子
也
。
正
始
五
年
、
封
歘
縣
高
貴
鄕
公
。
少4

好
學
夙
成
。
齊
王
廢
、
公
卿
議
迎
立

公
。

（
39
）	

拔
粹
型
の
事
例
。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
容
止
篇
１　

劉
孝
標
註

　
　
　
　

魏
志
曰
、
崔
琰
、
字
季
珪
、
淸
河
東
武
城
人
。

姿
高
暢
、
眉
目
疎
朗
、
須
長
四
尺
、
甚
有
威
重
。

　
　
　
『
三
國
志
』
卷
十
二　

魏
書　

崔
毛
徐
何
邢
鮑
司
馬
傳
第
十
二
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崔
琰
、
字
季
珪
、
淸
河
東
武
城
人
也4

。（
中
略
813
字
）

姿
高
暢
、
眉
目

朗
、
鬚
長
四
尺
、
甚
有
威
重
。

（
40
）	

轉
倒
型
の
事
例
（
二
重

線

分
が
轉
倒
箇
所
に
あ
た
る
）。

　
　
　
『
世
說
新
語
』
賞
譽
篇
１　

劉
孝
標
註

　
　
　
　
（
上
略
）
金
鐵
乃
濡
、
遂
成
二4

劒
。
陽
曰
干
將
、
而4

作
龜
文
。
陰
曰

邪
、
而4

作
漫
理
。
干
將

其
陽
、
出
其
陰
以4

獻
闔
閭

4

4

。
闔
閭
甚
寳
重
之

4

4

4

。

　
　
　
『
吳
越
春
秋
』
卷
四　

闔
閭
內
傳
第
四

　
　
　
　
（
上
略
）
金
鐵
乃
濡
、
遂
以4

成
劒
。
陽
曰
干
將
、
陰
曰

邪
。
陽4

作
龜
文
、
陰4

作
漫
理
。
干
將

其
陽
、
出
其
陰
而4

獻
之4

。
闔
閭
甚
重4

。

（
41
）	

％
表
示
は
分
母
を
劉
孝
標
註
の
引
用
箇
所
數
と
し
、
分
子
を
各
タ
イ
プ
の
數
と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
引
用
箇
所
の

中
に
複
數
の
タ
イ
プ
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
各
タ
イ
プ
の

數
と
劉
孝
標
註
の
引
用
箇
所
數
は
一

し
な
い
。

（
42
）	

註
（
２
）
歬
揭
、
拙
論
「『
世
說
新
語
』
の
劉
孝
標
註
に
み
え
る
子

の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
硏
究
」、
參
照
。

（
43
）	

第
一
の
假
說
に
つ
い
て
は
、
松
岡
榮
志
氏
が
「『
世
說
新
語
』
註
の
构
造
と
姿
勢
」（『
東
京
學

大
學
紀
要
』
第
二

門
人
文
科
學
第
三
一
集
、

一
九
八
〇
年
二

）
一
六
四
頁
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
何
故
、
正
確
に
引
用
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
何
故
、
今

殘
さ
れ

て
い
る
も
の
と
違
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
註
者
の
見
た
版
本
と
後
の
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
も

の
と
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
違
い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
文
字
の

同
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
少
し
も
不
思
議
は
な
い
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。」

（
原
文
は
常
用
漢
字
を
使
用
）。

（
44
）	

第
二
の
假
說
に
つ
い
て
も
、
松
岡
氏
が
註
（
43
）
歬
揭
「『
世
說
新
語
』
註
の
构
造
と
姿
勢
」
一
六
四
頁
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
し
か
し
私
に
は
、
事

の
本
質
は
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
註
者
に
と
っ
て
こ
の
程
度

の
こ
と
は
（
す
べ
て
暗
記
し
て
お
り
）
自
家

中
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
む
し
ろ
さ
ほ
ど
細
心
の
註
意
を
拂
う
こ
と
な
し
に
引
用
し
た

結
果
、
文
字
の

同
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。」（
原
文
は
常
用
漢
字
を
使
用
）。

（
45
）	

目
加
田
誠
『
世
說
新
語　

上
』（
朙
治
書
院
、
新
釋
漢
文
大
系
、
一
九
七
五
年
）「
解
題
」
八
頁
、
參
照
。

（
46
）	

註
（
２
）
歬
揭
、
拙
論
「『
世
說
新
語
』
の
劉
孝
標
註
に
み
え
る
子

の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
硏
究
」、
參
照
。

附
記

　
　
　

本
稿
は
慶
應
義
塾
大
學
硏
究
連
携
推
進
本

よ
り
平
成
二
十
八
年
度
慶
應
義
塾
大
學
大
學
院
愽
士
課
程
學
生
硏
究

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
硏
究

補
助
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


